
問い合わせ　地域づくり課（☎402211）

美九里に広がる、
　　　つながりの輪

美九里地区

 美九里ふれあいマルシェ 
　美九里地区地域づくり協議会では、地域全体
で楽しめる交流の場をつくりたいという思いか
ら、初めての取り組みとなる美九里ふれあいマ
ルシェを開催しました。
　開催に向けて、幅広い世代が楽しめる内容や、
美九里の魅力を発信する方法について、委員が
アイデアを出し合い、話し合いを重ねました。
また、防災公園で開催されているチェーンソー
競技大会「ロガーズカップ」と連携し、地区外
の人にも美九里の魅力を感じてもらえるように

準備を進めました。
　準備や運営でも、
協議会全体で力を合
わせ、地域に笑顔と
にぎわいを届けるこ
とができました。当

　美九里地区地域づくり協議会では、地域の魅力を生かした交流の場として「美九里ふれあいマル
シェ」を開催しました。今回はその取り組みを紹介します。

日は、農産物販売・
モルック・輪投げ・
ストラックアウト
などを実施し、多
くの世代の交流が
生まれました。地
域の農家の皆さん
をはじめ、関係団体の協力もあり、地域が一体
となったイベントになりました。
　今後は、小学校の環境整備や芸能発表会など

を予定しています。
協議会では、話し
合い・実施・振り
返りの過程を大切
にし、地域の声を
生かした活動を進
めていきます。協議会での話し合い

農産物の販売

モルックの様子

湾走れ、無印の馬

著者▷宮本　輝
昭和34年、１人の少年が京都の舞鶴
へと旅立つ場面からこの物語は始ま
る。舞鶴湾で育まれた人々の豊かな
営みを戦後から令和までの64年に渡っ
て描く壮大で美しい家族の物語。

著者▷澤田　康彦
実家で１人暮らしをしていた91歳の
母に見つかったステージ４のがん。
在宅死を望んだ母に寄り添い続けた
雑誌「暮しの手帖」元編集長による母
と息子の別れの記録。

著者▷谷川　直子
血統が何よりも尊ばれる競馬界を舞
台に、廃用寸前の未勝利馬の馬主と
なったOLと仲間たちが、その母馬の
仔
こ

馬
うま

で１勝を目指す究極の下剋上エ
ンターテインメント小説。

開館時間　　午前９時～午後９時
休館日　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）
※電子図書館も利用してください

この家で死にたい
と母は言った
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●会場：子育て・健康センター
●問い合わせ：子育て応援課（☎507805）

楢
な ら は ら

原　瑠
る い と

斗ちゃん
（０歳10カ月）

これからもいっぱい笑顔をみせてね
！！

下
し も や ま

山　朝
あ さ ひ

陽ちゃん
（４歳）

我が家のムードメーカー☆

磯
い そ べ

部　碧
あ い が

翔ちゃん
（２歳５カ月）

我が家の小さな怪獣あっくん♡
いっ

ぱい食べて大きくなってね！

■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法　 ①右記２次元コードから応募②任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前（ふりがな）・生年

月日・子どもへのメッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208  hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

A

子どもの発音について

子どもの発音がはっきりしないのですが
どうすればいいですか？Q

項目 期日・受付開始時間 対象年齢・内容

股関節検診 ８日㈫
午後１時15分 令和８年６月生まれ

４カ月児健康診査 15日㈫
午後１時15分 令和８年５月生まれ

離乳食教室
※要予約

８日㈫
午前10時 令和８年４月生まれ

育児相談
※要予約

２日㈬
午後１時

乳幼児の発育発達相談
など

すこやか教室・
ブックスタート

９日㈬
午前９時30分 令和８年２月生まれ

１歳児健康診査 ９日㈬
午後１時15分

令和７年９月生まれ
※フッ素塗布券配布

１歳６カ月児
健康診査

24日㈭
午後１時15分 令和７年２月生まれ

わくわく相談
（２歳児相談）

18日㈮
午前９時45分 令和６年５月生まれ

３歳児健康診査 10日㈭
午後１時 令和５年５月生まれ

５歳児健康診査 １日㈫・２日㈬
午前８時50分

令和３年９月生まれ
※集団遊びがあります

こども医療電話相談 ☎＃8000
［受付時間］　月～土曜日/午後６時～翌朝午前８時
日曜日・祝日・年末年始/午前８時～翌朝午前８時（24時間）

　休日や夜間に子どもの体調変化について対処方法などの相談
ができます。

　子どもの発音は５・６歳ごろまでに
完成するといわれています。正しい発
音を身に付けていくためには、言葉の

やり取りを楽しむことが大切です。間違った発音
を指摘したり言い直しさせてしまうと、子どもは
話すことにストレスを感じてしまいます。まずは、
話したい気持ちを受け止め、さりげなく正しい発
音で返してあげましょう。また、口周りの筋肉を
たくさん使うことも大切です。シャボン玉やスト
ローを使った遊びは、唇や舌先の動きの練習に
なります。食事を取るときには、早食いや丸のみ
にならないように、よくかんで食べる習慣を身に
付けさせましょう。その他にも、発音は歯のかみ
合わせや耳の聞こえが関係していることがありま
す。日頃から、指しゃぶりや歯並びなど口周りの
様子を見てあげましょう。会話が通じていると、
子どもの耳の聞こえづらさに気付かないことがあ
ります。後ろから小さな声で名前を呼んでみたり、
口元を隠して発した単語を当てられるか確認して
みましょう。もし、言葉の発達で悩んでしまうと
きは子育て応援課に相談してください。

September
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